
オンライン資格確認（オン資）について（R2.8.20） 

北埼玉歯科医師会医保部長 島田顕 

１．オンライン資格確認は令和 3年 3月から開始予定。(薬剤情報閲覧は令和 3年 10月開

始)ほぼスケジュール通り、今月 7月上旬から手挙げ方式で申し込みが開始となった。 

２．申込み等は原則「医療機関向けポータルサイト」を介して行う。 

※日歯の書面申込みは、Web申込みが困難な日歯会員への日歯による救済措置である。

（11.以降参照、日歯会員のみ対象） 

３．オンライン資格確認導入は義務（必須）ではない。（オンライン請求と同列） 

４．令和 3年 3月から開始する、開始しないはあくまでも個々の会員の判断によるが、 

とりあえずはポータルサイトにアカウント登録しておくことも選択肢の一つである。

（オン資とは関係なく、ポータルサイトから助成金情報等がメール配信されるらしい

ので、厚労省担当者はオン資を導入しなくてもアカウント登録を推奨） 

令和 3年 3月の開始以降でも、いつでも導入可能。 

５．現在オンライン請求を行っているかたについては、導入のハードルは低い！ 

  オンライン請求を行っていない場合（ＣＤ請求または手書きレセプト）では回線の準

備等が必要である。オンライン資格確認にオンライン請求は必須ではない。レセコン

ない場合でもオン資導入は可能。 

６．厚労省の導入の見通し （配布資料に基づく） 

   令和 2年 8月  整備開始 ～ カードリーダーの申し込み開始 

   令和３年 3月末 医療機関の 6割程度の導入を目指す 

    ※オンライン請求は歯科では 17％程度のためそれを勘案？ 

   令和 3年 10月 マイポータルを介して薬剤情報の閲覧開始（患者同意必要） 

   令和 22年 3月 医療機関の 9割程度の導入を目指す 

   令和 23年 3月 概ねすべての医療機関での導入を目指す 

７．導入についての初期経費については医療情報化支援基金の補助金が使える。期限は令

和５年３月設置完了分まで、申請は同年６月までの予定。 

  診療所は導入経費（税込み）の 3/4（補助金上限 32.1万円=総額で 42.9万円の 3/4） 

８．顔認証付きカードリーダー（9.9万円相当）は無償配布される。 

（ポータルサイトから、または日歯の紙面での申し込みが必要） 

カードリーダーの無償配布については、今のところ期限はない。カードリーダーを受

領しオンライン資格確認導入できなかった場合には全額返金（9.9万円）となる。 

９．カードリーダーはマイナンバーカード専用で、健康保険証は読み込めない可能性が高

い。また、OSが WinⅩ以前は非対応（いずれもレセコンベンダーに要確認） 



10．通信回線は規格があるのでベンダーに要確認。  

11．令和３年３月開始時には公費負担や地方単独事業（医療費無償化事業等）については

非対応だが、順次対応していく予定。（現行の受給者証の確認は継続して要確認） 

12. 厚労省でも未定の部分が多く、今後随時周知していく方針のため、急ぐ必要はない。 

〈日歯の団体申込み：書面申込み＝“紙申込み”に関する内容〉 

１．紙申込み（団体申込み）は日歯による独自の救済措置 

ＰＣを使えない場合にもオン資導入の道を開いておくために団体申込み（紙申込み）

の道を敢えて作ったという考え方である。 

やはり原則は各歯科医療機関で申し込み（ポータルサイト経由）と考える。 

２．紙申込み（団体申込み）は日歯会員のみ対象。（郡市歯会のみの会員は対象外） 

３． 次のステップの「オンライン資格確認の利用申請」以降は個人での対応となる。 

  ㊟つまり紙申請はカードリーダーの（無償）提供の申し込みまでとなる 

４．紙申込みについては「本年 9月 10日（木）目途に日歯から基金本部に申請書を送付 

  する必要がある」とされています。（カードリーダー確保のため） 

  埼歯の場合は８月末日締め切り予定。 

５． 日歯ではオン資導入の担当は医療管理部だが、埼歯では医療保険部になっている。 

 〈オン資導入のメリットとデメリット〉 

✦メリット 

 ①医療機関で即時に資格確認が可能になる→診療所業務の簡略化及び資格過誤による返

戻の減少 

 ②資格過誤があった場合でも、支払基金等で最新情報への振替が可能 

③患者の同意を得たうえで患者の薬剤情報・特定健診情報（医療保険のデータは不可）

を閲覧できる。 

                             ほか 

✦デメリット 

 ①導入に当たり初期費用の負担が生じる。（上限付きで総額の 1/4までの補助あり） 

   ・レセコン改修  ・回線の準備 ・常時接続用ＰＣの準備  

   ・顔認証付きカードリーダーの準備（㊟無償配布となる） 

 ②初期設定作業が必要となる 

 ③（オンライン請求と同様に）数年毎に更新手数料を要する？ 

 ④新規に通信回線を導入した場合、新たに回線使用料が発生する 

 ⑤停電の際は使用不可能 

以下（8ページ）に日歯からの資料を添付しますのでご確認ください。      以上 



令和２年７⽉６⽇より、社会保険診療報酬⽀払基⾦オンライン資格
確認・医療情報化⽀援基⾦関係医療機関等向けポータルサイト
（https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/）（以下、「ポータルサイト」
という）が開設され、令和3年3⽉のオンライン資格確認開始に向けて
具体的な準備がスタートいたしました。
８⽉上旬より、顔認証付きカードリーダー（以下、「カードリーダー
ダー」という）（https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/application/post-6.html）
の申請が始まりました。
診療所は１台無償提供となりますので、ポータルサイトよりお好みの
機種を１台選択の上、申請いただくことになります。

なお、上記申請は原則Web上で⾏うこととされていますが、
⽇本⻭科医師会会員⻭科診療所においては、紙による申請も可能であり、
都道府県⻭科医師会にご案内しているところです。
郡市区⻭科医師会もしくは都道府県⻭科医師会が、紙の申請書をとりま
とめ、⽀払基⾦本部へ送付し、カードリーダーを申し込むことができます。
カードリーダーを申し込まれた⻭科診療所におきましては、
引き続きオンライン資格確認⽤PCやネットワーク回線などのシステム
導⼊⼯事の相談を⾏ってください。 １



２

⽇本⻭科医師会
会員専⽤紙申請

北埼玉歯科医師会
の場合は申込みは
島田までお問い合
わせください。埼
歯への申込期限は
8/31です。



オンライン資格確認に使⽤する回線について

オンライン資格確認の接続⽅法
①ＩＰ−ＶＰＮ接続⽅式と
②インターネット（ＩＰｓｅｃ＋ＩＫＥ）
接続⽅式の2つの⽅式があり、いずれかで接続が可能と考えられます。

①ＩＰ−ＶＰＮ接続⽅式の対応事業者
・NTT東⽇本・⻄⽇本
・中部テレコミュニケーション株式会社（C T C）※予定
・九州通信ネットワーク株式会社（ＱＴＮｅｔ）
・光コラボレーション事業者等
（光コラボレーション事業者とは、NTT東⻄から光回線を借り受けて
提供するサービスです。）

➁インターネット（ＩＰｓｅｃ＋ＩＫＥ）接続⽅式の対応事業者について
・株式会社ＮＴＴＰＣコミュニケーションズ
・株式会社ＮＴＴデータ
・富⼠通株式会社
・三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
※インターネット（ＩＰｓｅｃ＋ＩＫＥ）接続⽅式とは、インターネット回線
に、上記「ＩＰｓｅｃ＋ＩＫＥサービス提供事業者」のサービスを組み合わ
せて接続する⽅式です。

ＩＰ−ＶＰＮ接続⽅式もインターネット（ＩＰｓｅｃ＋ＩＫＥ）接続⽅式も対応できない
医療機関については、⾮常に稀なケースと考えられますので個別相談となります。 ３
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